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広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
に
あ
る
原
爆
供
養
塔
前
で
7
月

14
日
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
「
第
16
回
戦
歿
者
慰
霊
・
世
界

平
和
の
祈
り
『
天
台
宗
平
和
祈
念
法
要
』」
が
営
ま
れ
た
。

今
年
は
戦
後
75
年
の
節
目
か
ら
、
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂

の
「
不
滅
の
法
灯
」
か
ら
分
け
ら
れ
た
灯
が
供
え
ら
れ
、
戦

歿
者
ら
に
世
界
の
恒
久
平
和
を
誓
っ
た
。

　
開
宗
一
千
二
百
年
慶
讃
大
法
会
を

機
に
岡
山
、
山
陰
、
四
国
の
三
教
区

に
よ
る
三
県
特
別
布
教
と
し
て
平
成

17
年
に
始
め
ら
れ
た
法
要
。
戦
歿
者

や
原
爆
犠
牲
者
の
慰
霊
と
と
も
に
、

戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
ず
、
平
和
の

大
切
さ
や
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
続
け
て
い
る
。

　
例
年
は
三
教
区
の
住
職
有
志
ら
の

出
仕
で
営
ん
で
き
た
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
し
て
実

施
し
た
。

　
法
要
は
、
岡
山
教
区
の
永
宗
幸
信

宗
務
所
長
を
導
師
に
、
村
上
行
英
同

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
問
題
で
、
世
界

は
混
乱
を
極
め
て
い

る
。
あ
ら
ゆ
る
社
会
分

野
で
の
価
値
観
が
問
わ

れ
て
い
る
。
生
存
が
か

か
っ
た
問
題
だ
け
に
、

個
人
と
社
会
全
体
の
価

値
観
の
衝
突
が
特
に
目
立
っ
た
▼

マ
ス
ク
な
ど
の
買
い
占
め
騒
動
、

ウ
イ
ル
ス
検
査
場
を
自
分
の
住
む

近
く
に
作
ら
せ
な
い
な
ど
、
利
己

的
な
行
動
が
出
て
い
た
。
だ
が
、

利
他
的
な
行
動
が
消
え
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。
特
に
医
療
従
事
者

の
方
々
の
献
身
的
な
仕
事
ぶ
り
に

は
、
頭
が
下
が
っ
た
▼
中
国
・
武

漢
や
欧
米
を
は
じ
め
と
す
る
感
染

国
の
医
療
従
事
者
の
死
者
も
数
多

く
出
て
い
る
。
仕
事
を
放
り
出
せ

な
い
立
場
で
あ
り
、
強
い
使
命
感

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
▼
こ
の
感

染
症
は
今
後
ど
う
い
う
状
況
を
も

た
ら
す
か
わ
か
ら
な
い
。
専
門
家

の
意
見
で
は
、
ピ
ー
ク
は
抜
け
て

も
そ
の
後
も
な
く
な
る
こ
と
は
な

い
と
い
う
。
今
回
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
感
染
速
度
の
速
さ
と
予
測

の
で
き
な
い
症
状
の
変
化
で
あ

る
。
感
染
拡
大
の
状
況
は
、
負
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
も
言
う
べ
き
様

相
で
、
み
る
み
る
う
ち
に
全
世
界

に
及
ん
だ
▼
こ
の
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
も
作
ら
れ
、
対
症
療
法
も
な

ん
と
か
確
立
さ
れ
る
こ
と
と
思
う

が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
、
日
夜
、

医
療
従
事
者
、
専
門
分
野
の
研
究

者
の
奮
闘
は
続
く
だ
ろ
う
。
我
々

に
で
き
る
こ
と
は
、
利
己
的
な
行

動
に
走
る
こ
と
な
く
、
こ
の
新
型

肺
炎
の
収
束
に
向
け
努
力
す
る
人

た
ち
を
阻
害
せ
ぬ
こ
と
だ
。
そ
し

て
そ
の
人
た
ち
を
差
別
す
る
の
で

は
な
く
感
謝
の
意
を
も
っ
て
接
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　「
令
和
2
年
7
月
豪
雨
」
災
害
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

戦後 75年迎え
　　　　「不滅の法灯｣ 捧げて慰霊

法
灯
が
沖
縄
と
長
崎
に
も

　
中
国
・
四
国
・
九
州
に
あ
る
各
教

区
の
中
で
趣
旨
に
賛
同
し
た
有
志
ら

が
、
今
年
が
戦
後
75
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、
太
平
洋
戦
争
の
激
戦
地
と

な
っ
た
沖
縄
県
、
被
爆
地
の
広
島
、

長
崎
の
両
県
で
「
終
戦
七
十
五
年
・

比
叡
山
不
滅
の
法
灯
平
和
行
脚
」
を

企
画
。
比
叡
山
延
暦
寺
根
本
中
堂
の

「
不
滅
の
法
灯
」か
ら
分
灯
さ
れ
た
灯

を
宝
前
に
供
え
、
全
戦
歿
者
を
慰
霊

し
、
多
く
の
人
び
と
と
共
に
世
界
平

和
を
願
う
祈
り
を
捧
げ
よ
う
と
し
て

い
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
を
考
慮
し
、
有
志

の
み
の
少
人
数
で
慰
霊
法
要
を
営
む

こ
と
に
、
や
む
な
く
変
更
し
た
。

　
沖
縄
県
で
は
、
延
暦
寺
の
僧
侶
や

宗
内
の
住
職
、
檀
信
徒
ら
有
志
が
平

成
14
年
か
ら
「
沖
縄
戦
争
殉
難
者
慰

霊
行
脚
」
を
毎
年
続
け
、
県
内
各
所

で
慰
霊
法
要
を
営
ん
で
い
る
関
係
か

ら
実
施
さ
れ
た
。
4
月
に
髙
倉
種
因

寺
住
職
ら
数
名
が
「
不
滅
の
法
灯
」

を
掲
げ
て
海
を
渡
り
、
糸
満
市
の
平

和
祈
念
公
園
や
首
里
城
な
ど
を
行
脚

し
た
。

　
続
い
て
5
月
14
日
に
は
、
長
崎
県

佐
世
保
市
の
祇
園
寺
（
山
下
隆
源
住

職
）
で
嘉
瀬
慶
文
九
州
西
教
区
宗
務

所
長
の
導
師
で
法
要
を
営
み
、
広
島

で
の
法
要
に
報
恩
を
繋
げ
た
。

戦
歿
者
に
世
界
平
和
誓
う

教
区
副
所
長
、
延
暦
寺
副
執
行
の
小

寺
照
依
教
化
部
長
、
九
州
西
教
区
か

ら
髙
倉
聖
法
種
因
寺
住
職
、
安
東
定

悦
雙
林
院
住
職
ら
が
出
仕
。
法
要
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
、
歌
手
で
比
叡
山

延
暦
寺
親
善
大
使
の
森
友
嵐
士
さ
ん

も
参
列
し
た
。
不
滅
の
法
灯
か
ら
分

け
ら
れ
た
灯
と
福
岡
県
英ひ

こ
さ
ん

彦
山
の
水

が
供
え
ら
れ
、
広
島
県
出
身
で
あ
る

森
友
さ
ん
が
『
宗
歌
』
な
ど
2
曲
を

献
歌
し
た
。

　
ま
た
7
月
に
発
生
し
た
豪
雨
被
害

の
犠
牲
者
並
び
に
被
災
地
の
早
期
復

興
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
収
束
も
併
せ
て
祈
願
し
た
。
　


